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第1回 学校運営協議会
６月７日(金)に、今年度１回目の学校運営協議会を開催いたしま

した。授業一巡後、今年度の学校経営の重点や「学習指導」と「生

徒指導」の目標について説明させていただきました。今年度の重点

として、「子どもの意欲の向上と主体的な態度の育成」、「校訓（か

しこく・ゆたかに・たくましく）の具現化」、「開かれた学校づく

り」などを示しました。また、「生きる力」を育み自己肯定感・自

己有用感を高めるために子どもたちに身に付けさせたい力を、学年

ごとに「資質・能力」の観点で具現化し、「生きる力」を育成する

ことを説明しました。

その後、授業の感想を含め、委員の皆様からは貴重なご意見やご

助言をいただきました。「各学年の担任の先生方の指導や工夫が素

晴らしかった」「１年生をはじめ、どの学年もしっかり授業に向き

合っていること」など、たくさんお褒めの言葉もいただきました。

今後とも、様々な面で学校運営に積極的に関わっていただきたい

と思います。よろしくお願いいたします。



日本海中部地震の教訓を忘れずに
～地震想定避難訓練～

日本海中部地震の教訓を生かす「県防災の日」に近い５月３１日（金）に、

今年度１回目の避難訓練を行いました。雨模様で体育館への避難となりま

したが、避難訓練に真剣に取り組む子吉っ子の姿が見られました。１月に

起こった能登半島地震の被害の様子を見ているだけに、子どもたち自身が

地震の怖さを自覚し、訓練に対する意識が高まったのではないでしょうか。

地震などの災害は起こっては欲しくないですが、日本に住んでいる限り

避けられないのも事実です。

「自分の命は自分で守る」ために、「お：押さない」「は：走らない」「し：しゃべらない」

「も：戻らない」の４つをしっかり守ること、避難指示の放送等の情報を「聞く」ことを、全

校で確認しました。

４・５年ふるさと環境学習」
６月３日(月)に、「ふるさと環境教室」

を行いました。学校運営協議員でもある

子吉地域コーディネーターの工藤隆夫さ

んの企画で、本荘子吉環境保全活動組織

「水土里ネット子吉」の皆さんに、子吉

地域の環境について教えていただきまし

た。

当日は、あいにくの雨模様でしたが、

午前中に５年生、午後に４年生がそれぞ

れコースを変えて、『子吉の水源や環境』

について学習しました。社会科の学習は

もちろん、ふるさと学習としても非常に有意義な時間となりました。「水土里ネット子吉」の皆

さん、ご指導大変ありがとうございました。

２カ月で大きな成長、１年生 ～幼保小連絡協議会～
６／４日(火)に、１年生の出身園の先生方をお招きし、幼保小

連絡協議会を開きました。まず、幼稚園や保育園でお世話になっ

た先生方に、１年生の国語授業を参観していただきました。嬉し

さ半分、緊張感半分という感じでしたが、張りきって学習に取り

組む姿が見られました。その後の協議会では、「お友達と仲良く活

動する姿に安心した。」「最後まで座って学習に取り組む姿に成長

を感じた。」とお褒めの言葉をいただきました。

色んな発見！１年生学校探検
５／３１日(金)に、１年生が生活科の学習

で、学校探検を行いました。前回は、案内役

の２年生について学校を回っていましたが、

今回は１年生だけで、小グループになり、学

校の中を探検しました。理科室の実験器具や

校長室の化石などに興味津々。恥ずかしそうに質問したり、実際に触れたりしながら、子吉小学校を探検

しました。約束を守り、声を掛け合いながら、たくさんの発見をした１年生でした。


